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女性に対する暴力を
なくす運動

盟締結昌園

lQilll日に「開削らの暴力の防 止日制

，の保護4閉するi!il.l(DV防止法}が随行さ

れましλ

こ の 法 制 捕 に 限 ら 吋1陸上醐酬 にあ
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悩みが傭.でiき
るよ号相援に応

じて，..す.

くわ Lくは

l村役雨時女性政被

覆ヘ，

-
H
月

g
目
1
旧
目
は

園
一
棋
の
火
災
予
防
運
動

耳
目
で
は
「

t
Eて

t

滑
L
て
か
ら
次
の
こ
と
(
金
制
統

一
防
火

E
E
z
-
-に
告

ニ

;

軍
点
に
防
火
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す

ぬ
倭
ナ
防
火
付
績
の
復
過

⑦
厳
火
火
災
予
風
間
"
"
の
継
進

⑦
桐
火
器
事
故
防
片
付
策
の
筆
進

③
返
事
法
に
お
け
る
防
火
食
令
体
側
の
充
実

露

2
5
2
2
R
Z誌
の

-
s
R
 

-悶
周
防
の

+-E場
一

1
2占
z
t
Z
1
6寄
生
か
ら
量
の

き
主
2
防
火
ポ

7
lt

人
貧

E
首
長
が
L
1

と

e
u月
9
H

・
1
1

リ
日
榊
偽
↑
幽閉
山
時

4
?
"
z-」李
2
3ミ
リ

1
6
m
(丙
大

Z町
二
i
u
)

V
問
い

合わ営

者
防
軍

E
A空
一干一

九
二
}

一
市
営
住
宅
入
居
者
を
募
集

E住

宅

t
i
p
t

J
M
一

役

向

2μ

第
M
N
ドJ
t
灯
台
住
宅

(
経
陽
台

1
U
)

島
根
向

3μ
圃
続
開
号

4
2日
誌

E
条
件
に
よ
旬

3

1
1
t
Z
1
・骨
川
河

口
目
、
同
日

?
2
5
H
剛
I量

は

市

役所住喜

2
2
K飾
品
早

川

M11
H
a
i
-

〈
わ
し
〈
は

2
1喜
喜
三

園
奈
良
市
町
宅
地
分
醸

園
窟
錨
川
酉
宇
自
で
は
区
画
を
臨
画

近
鉄
ん
の
良
凶
穂
留
組
駅
か
ら
健
彦
S
分
の
場

F
E緑
豊
か
な
高
台
の
日
闘
で
す
・

里

会

E
z
i
R
E型
z

i
E川

箇一

I
H
の
分
自
主

量

で

売

却

i
・

申
込

F
7
7
1
4
2
i
z

へ



←帯決"爾丁目1.1〒630-8580お知5"・市 役所曾34-1111側

i
i
L
I
-
-
z
 

の
う
え
申
し
込
ん
?
く
だ

t・

箇
欄
f
;
;
剛

万

d
{
unH
}
i
1
m
M
M
d

〔

nn)
マ
価
値
帽

3
子
訓
万
2
千
円

i
T
7千
円

マ
申
し
込
み

HA

M
閥
、

却
目
凶
閣
の
午
前

9
u
n
午
後
5
時

王

E
T
a町
長
く
)
に
市
役
所

iへ
草
し
て
く
だ
き
い

く
わ
し
く
は
間
際
へ
・

園
指
名
手
配
植
睦
者
白
樺
警
と

園
犯
罪
揮
蓋
に
協
力
を

日ハ
舟
俗

ma鍾
玄
配
痩
奮
函
花
岡
踊

荷

車

の

髭

力

主

げ

で

1
ム豊

富逮

E
Eは

じ

;

る

宮

手
配

z
z
t
i
f
l
 

員
E品
草

2
2
Gは
み

3
車
協
力
が
必
要
で
す
・
指

名

品

侵

害
t
よ
く
似
た
人
を

2
1
2
2

1
1ど

ん

iz--と
で
も

塁
、
喜
し
て
〈
だ
き
い
・

Z
亀

量

塁

に

つ

し

で

も

捌

込

み
縄
食
へ
の
愉
b
L
C
L
C

も
{
「
事
件
か
会
」

と
恩

Z句
量
に
つ
し
て
知
っ
て
い
る
こ

と
が
あ
れ
ば
術
権
的
l
通
観
し
て
〈
だ
き

、

ー

、

喜

に

き

た

i
z
z

E長
い

し
ま
寸

温
厚

屋
町

住

方

ι

袋
内
竜
也
管
察
署
{
宮

一

l
c

o
v
i
l
a
-

-ovへ
・催

し

教
室

• 

一
世
界
遺
産
調
座

;
;
i
i
 

t数
多
〈

1
4
2魅
力
に
つ
い

て
期
解
金
源
@
て
も
ら
ト
お
う
と
悶
急
ま
す
・

と

-
z
i
日
月
2

固
四
午
後
1
時
半

i13
時

'
と
こ

ろ

を
ら
必
需

A
鉛

〔
衆
向
中
町
)

'

a同
一γ

マ

春
日
大
後
悔
宮
両

の
岡
本
化
L
X

さ

'

Bん
鍋

E
，Z
T
-=

開
館
へ
の
人
里
(
団
露
、
一
般
習

が
必
要

マ白申
し
込
み

仲
代
償
は
が
昼
に
梅

里

佳

晴

氏

名

S
E
t
a

い
て

HA
H
-
z
i
i

ω
制
度
向
山
町
二
人
近
紋
hr自
民
駅
ピ
ル

4

5

1
1
1
1n 

lE
一
人

守

多

い

1
2
2

5五
五
置
を
目
し
て
く
だ
さ
い

園
東

Z
匝

園
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

量

型

空

つ

い

て

の

Z喜
め

で

t
f色
一

ooE長

人
倫

文
化
ヲ

fz一
環
と
し
て
開

iす

刷
州
飛
行
紛
の
メ
ン
バ

ー
に
よ
る
パ
ヲ
ォ
l

z
i
i
z
L
E
f
7
 

L
Tだ
く
さ
ん
で
す
B

と

.e匂

H
バ
川
旬町

Mω
恰牛T
前

ω時
t

、
i

句
後
a4
• 

時:

'
と

E-zE」=ろ;東之
i殿監魁izき
(ii

川

tii
上占占町里}

 

'E岡い
倉
君
わ

2包
阿員鑑

A-雪レ
f「
[八↓王μ
 

一
ζ)

ヘ

圃
寮
壱
麗書
膚
の
家

.
，m

i
l
l
潅
重
町

Z
8一一
一

-

a二回
l
三
五
一

金
管
m
い
闘
車

と
を

H
M
m
H
制
守

後
1
時
学

V
周

回

テ

マ

符
畠
軍
事
他

厩
の
孝
則
街
悩
怖
さ
ん
一
度
と
な
い
人
宅
だ

か
ら

で

や

2
2
6
)
Z
-F

ω畿
以

K
の
人
と
そ
の
家
族

，
取
し
必
み

高

」

目
前
習
場
へ
・

平成"隼虚飾療関市集温室参省財

団・・周を~の，繍守男翁しま.
-'fS. a語 S問、ま包~

-3日語泊朝E幸世~161[ii1U{;:t;-聖書
11軍用武蔵i
1111<':抵厳 "月，.日附，前9時-，晴争に市立ー条高等

刊で筆間町、 H .
.，抽"月下山i次 柑 合 格 富 山 口港

旅験 {面倒)などを行、ます， .. 手続I
〈民属機実施裏項申込用紙〉

111! ) I干広から市役所社会敏背震で"'ます.なtJ.• 
慢で受腺申込用紙の積求をする渇合" 封筒の衰の左下t

f受駿刷長.求j左赤字で奮さ 1礼判切手 "0の治合}を

匙った あて受と集健昏号を明毘した返信用釘筒 {角現2号

肘Jl.lcrr 齢蜘惜街旬刊""必ず附Lて〈
だ{きい

〈受麟噂込受付則風間調鰐〉

保迭でゆし込む鳩合は日丹羽目~訪日 (1111治日11m印
"効，..篠持留してゆし込む鳩舎は川1!16f1-11月'"

Ct. 11.日を除"守..降、，倹5時に市役所社会持

作認で受付"す

I即，、含わ.，

I)f'‘島市生涯7.司""駆貝修用紙駿姿貝会 (市役所牝会

級官線内 .温包 3~~4764 代表D34-111

"、

1・・事・ 2軍用予定人民1
4優勢機 "人

'"験資緒】

策良市立の公民館へめ通勧が可後で 剛和'"争4111日
以降刷畔叫 1悶J:llitl:!ttれた人で削州要件

②ーめすべてを繍たす人。

悼会開lζ関し寓配醐明しかっ公閣の酬 に

闘，る専門鈎怒気障と"衝を有すること

(例}住金鉱宵1監事訓"を修了 した人または平."年'"

，でt岡両健司'0(見込みの人 大学で社会教育.撃と，

る単位を酬し文人または平成141f-3! 1 打 司 会制主

事と4なる単位.取得礼込みの人(紋ff・同免許資格 H・s・
鮪"t~tI膏絡 闘香li..lfH警備は臣賞匂しまぜん}

糊間レて公醐噛陣どでIIJr'lf!!J1J':J1f術的忽
鏑穂や助慣ができるとと

(例)藷機糧管区~， 8遮祭事進て史.~・I!， l' 

H ど飢耐備にふ，わしい将伎をもヮて」ること

⑨公民聞置理運.の実務(窓口実務 経理忽ど}ができること

〈主憲事羽田}

日本mlHflUn人で柑剛山て酬などが制

限されている人隠朝刊~-I!-'" (<おし くは聞い合同

て〈え'!t'ぃ，. 

国EZ首情ES
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幽 閥 輔U 夕刊稲本町519 5 国 3-7876)

山附け も鴨居町酬.だとし河

a臥よ色金?責保. 住民磁鼻鼠磁量管め

人はffO代のみ '"込ん陶6・し簡を}

同 い帥 闘で1l}IWAI"t'に柑

尉剛時限へ ・そ噛 ~柿崎来

帽倹酔師会人肘みぞかに柑跡

ま寸.・摘完tなどで岡舗の検..号"・した

人U必要.り H ん.110. ll-IE割合痩判

人 過去巳手織を受げ，，^究 機宙倹傘，:~

o先入は :tO合医仁伺撮Lて〈ださい

慢康爾座 f知っておきたい
基本健惨のツポ ② J
-問問橿と珊~

..e-I!;..:i'.;， "f-~ 剛 H.
惨とl!"" "Il1日側午後 2剛一z時.

' とこる一 ・合目'"険金.~ タ ー .. ・

随一内桜医..闘査 一筆A ・・し込み

ー不事.当日 .a:1fJ;¥・へ .闘い曾b<全

一市夜間冊目‘生毘1''':1陶.;， " f一~予

.通..ち勿 1'1.

子ども健康相 2貧困

..f-¥'l鴨居剖別代聞きます

・と 警"I11泊"予後21'-3防 砂と
ころ イ属医師金メヂ，，.，11-';'ンド l・原

市} ・周航い合同一馳師会剛酬匿

金 1..0744-22-3502)ヘ司区

舗による枢I:I:.IUI 検査奪， j "，~ま'^

内科疾患に関する網臨

時.削..c*.'酬で酎重 大

・とl!"'1l1l11日初午伶2崎、3陶 ・

ととろ ー..・-合.'r'''''ルヤンタ ー
(胴船 同凶み ""llIl1でに
陶会 1..0144-22-8502)へ.
e策険金格".ち旬まぜ"

ア"コーJレ関連唖懇脹金市震大会
闘咽臨コ凡だ

・日…"刈n ~畔後 t時宇一川.
H こる 中央公醐{上三jJ，l:TI • 
.."'!l<学憾土め値松直遣さんほか 惨

軌跡 碍 ー剖醐惜へ .酢

含同 一柏市γ日→開通関 聞柚

...'"・.会ん 1..61-・nSJへa

皮粛の病気に関，る鶴演会と稲I!l

・R・Z本，膚梼民会炉開Sます.

H 型聖←竪ト一lけ，11 ，附附0凶u帥後311T .1::乙日ろ
一g金主'助拘市コミ二孟忌ニ，イ 一セン， 一 .内

.一又，縄.よろづ祖量掻.肩所持.術闘隣皮.特凶の図

申叫健l宏官各ι叫によHる酬 f什ア M 一闘 . • 量炎‘一.返，の予トピ，タス一J.I尽骨玄陸'勝斗大，

b 削叫榊H 州よ"醐「時冬凶.

企刊"金公 M

不碍寝臥0 句叫u岨岬‘醐附傾舵附会叶仲滑ψれ、、.酬 晴噛

一4午吋後刷4時削すH 割，制時打崎

?を押し込んでけJ い ・聞い会開 一

制問料開 f・4J-]】 121"'. 

動労感耐の日に 無糾開銀しで各視.援を行し、ます.

!と を1llJ12J日俗7前1幡、午後4時

I内啓1
.皇帝，...纏..ど} 嶋岡午前附持、午後2時

【ところ'"労..  合福祉を"，-(ザ〆 アク，イプ~.通)

霊園・

1・

欄咽 闘

f酎輯含融包Jター1
('1"アクティブ原劃 !

阿弥‘剛 i 

111 色悌合再町， " 
ii: ..71-H4‘t 

服網棚…鴨川一3時
.雌醐叩 【時寸倹3時

官官のおもちゅで週ぼう 嶋岡 句前K嶋、午後3時

間 待 即日 、3時

.圃示 問センターで陶酔同時制lIfi!l:._.. 

時相州捕時札肘

一日醐輔咽 i①晴昨夏午②午後2嶋一‘

時 惨定員 二人， .で各'" ・内包 2作品の絵付け

左.健き 11.200-500円のM特費地吃要 .申し込ゐ

往復はがきに住祈盆闘の氏名電..守衛勝弘③

②のもずれ治団いて llJ11，-fl:tでi例センターヘー l

伐に，.腕旬.多い楊合"槍還.

lその他】当日"トレニ J グルム伶ウナ ンヤワー

を修利関依しますe

悶札、倉わ.， 同センタ ヘ。

ZZ加点鵠園



l 健康のコーナー
新生児妊産錦町間
経厳 陶.育児で悩んでιるお個惨さ

ん助..・t 鋼鉄しでAま・t).~.. 勝目E・

崎叫刊で柵h 柵しで (t!~，.

~ ~....j区崎 幽産後 1'" j除採の..

.. 金"固まで<')1Ir+鬼 ・闘"し込み…健
子師団 1:~1 11.ている刷出8

4めるぃ'"耐.拠はが曇t必'聖司'41t.い
て 制するか闘で…制緩

へ 同刊 一鶴岡叫神前，，;';11-1.-

でhいます穐払触発'"ち町まぜん

すくすく相 般
千どものむ悼のl!:iI..¥I!のこと&

どで.，令ること".句£ぜんか.(，11

e目援拠が子宮てを6・し£す.

.cl!---lllll6附 後1桝 ~叫

{ 人"分程度，.開聞".し込み・#1'"
・"す 惨対.---1段、観乍留の幼思

H こる 柑，，;， ，一 時晴母

子・耐子・. ..し込b 電話で市役場

..制限~

<a親教室
後・さん向上で事し'"ゴL宮司ぜんa

...一 予定日.， ‘月の初餅.伺人

{闘として 3 1i1~.で畠山. '6Uは
今圃の信号鰻綾宝2・加，の令色，・・で受.

で8 る人 ・ ところ...~・4ヒ"'- . 

得時…肝剛，・ a康問具 同

し込み .信は.^'舵宝名 "月崎氏

名 ..  ‘髭.'l"..IIHIIl予定~ (-.' 

で"何回刊柑柑蜘.ll"'_
4惨い.合ほ繍趨

結額住民検 E季
節1'1:"''''11鍾l曜をめざLぞn‘"

・6償 1:I . 1M，，-t L婿気可~1 t!定盆"1:1な
〈令。ていl-W-.t.年t 度凶必ず倹.

(-1I'It 1 L.弓

-と奮 "月刊 lj，Jj'f・9砲事、"時

・とこる ・合.療機盛セン，一 惨剣

.-'-111度以上の人.時‘回制

輔肘叫村人噛〈 ・札帥

ー不風当lI..姐へ ・聞'"曾間

一市開""震~

予防鍍種
主食の予防格信金個機"更で街、重す

9・彊・4・は・Eれです

沼町方〉

・同時 一、て取時帥問。行

a 裕信回を予納し予3・..色らラて〈

だきも (B." 11/ロと各W:lftlll陽の休.

目 4月よ句.除"

開目には週崎と1".111.!t刊

制限を'00て付加健康問叫

〈わかる人が同行 Lてく，，~， 

巨人

市役

成人働科健康相鮫
歯拠目盛岡.梱厳に"ヒSす むしaゃ

.槽・M園入れ"'ど口に帽す"配ご

とのある人'"艦に相援して〈だ会い

〔・惨と医院の紹介はあ"まぜん，.

・日 川""昨健l欄 -.干 ・

ところ .-li.，陸〆タ ー . ~.-- Ilλ 
・軌跡一闘で甫師岡崎虫 、

からだの絡みよる.，.栂噛

(老人保町崎づく成人闘輔)...引τ 悩みの."は伺閉して

〈日、。閑』よる'個別醐時制で受

けられま寸(刊紅剛悼惜しま寸.

・ とき…"月"回帰Y健 1 ・'''-~時
・ところ 一億随セ〆ター ・"・l---lI!A

・・し帥 闘 で 市 役 所 制 時現 w

文化の'iべ
一一E霊祭@ヌ化を人帽の視oで

とらえ定コ〉ザ トー エスティHlL
津軽空疎線

五能線:Ji奏会F

茂木俊興内元のデュオ

金圏各地で不定期 ζ凶H る街頭ラ

イブ惨大野1剛警生み テレビをはじめ

毎々忽マスコミに

線のイメージト新日本毘衡の乃

若として置く醇‘されてし啄す.

とを川月 刊日ω午後 7防 'ととる 史際文化セ~，
条噛ーJ臼) 惨四 … 別 人 砂申し込み 欄"がき 1:!t 
A野氏名{連名可}傘齢唯甑.号を・いで IIJl8nf:着?

市入植啓径七シタ 何，~.剛佐保台直町 114 - 3 ft72 

-1510)へが場合t抽選.

園 慰問伊首

惰内叩7晴‘仙少岬附隼柑が

aあ血6札し明時1冒g 

とt!" 'lItJ l ~仔刷前1冊、午後 2時 . とこ
ろ 鴻ノ通量動公園補助鍵彼場俗豆町} 惨内

密 ステ一戸時 事 演 奏 細 川 い コ 川ート

など.広嶋-，眠気母体様 各種タ，フト色道ぴの

コーナ.襖畳府{わたがし フラノタフルトな

ど. ，町特u家庭の回jポスタ 友.，て左展示

・問い合わ也 市?お奇怪会敏宵隈へ.
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浮見堂

宙定作

前薬鋪物闘での，写楽
(路面証人仙)

t夢見盆に取り組んで敵今月 多ご」ちで橿き上げた..の息吹

が作品にこも勺ていれほ 弘にとって望外の事びである.

描白

• 
毎年支化の"には 糊.察署野め人々 。

よって 高篇織物園 (現在 電器悶え社樽

船で鴛療が奉納きれでいる.移目の匝

に圃まれ"・かな圃穐の上で.隆司広げら

れる.，式ゆかしいこの行事1:1:.8.でし

か味わう.の出来毎い陶玄なtt'" f!.こ

こじ泊、たのはその中の f八鍋Jの場

面で ニのきを刻院は 人働の.でも僚も古

織を伝えるものとされている.な必 八

舗は r..八仙j (こ ろばぜ)援し " 

「鍋舞Jとも徐きれている.

百11¥ m 



止命政

記#量軍作

在五湿りで街包会奈良事大ゆ正倉院を 蝋なる鎚刷闘でな〈櫨渇勧が区切る受闘

のおもしろさ 勢 Lさを止観的l表現してみ丸二. 

正暦寺

艦基主観 m

.，聴手にUiIP時代の4何名な書院や彪

圃があるが奈良の他の，，，，.，.Iみられる

ような大きい山内時くの定軸舷料

、.しかし 摘揮の恩 とも宵われるよ

うに清らかな..鏑制lと穆‘山の笠気が
マJ

.れる入金通えで〈れる.伽 し い 咽

岬節 同 て が た 岬 船 叫 時 刻

は見事"

"'隆寺舎舗<!:~たって創世う.・

化するか何度も現地に足を運び4訟がら

逢ったすえ 晩依の色穆に膨られと.

岬."ド 処 制 イ メー河相してみ

た



薬師寺

寧#納踊仰

のどかな聞闘員般の広がるなか

に醐制'M仲性肝現ね

している.ひと j与わ金色1:.< fJ.11) 
よ今に見える寮闘.両省需の納備が長

くは厳命な場った天平のd幹事を今に

相盛る場 oょうだ.

東大寺(転出門)

語通笛嗣仰

..な・..ニつつまれ どっし句 Lだ天平の"

もかげを伝える京大@の附n，主主持
京大。から平成京に通じる門として定要であ

り人ゃに臥，川円.今lilAl 叫 抽i

面しパス仰があ旬 早朝からパスやグ J プ

の往月障が"げしく風情をそこなヮている.

タ.れ時か男光i照らされる盗は貧し，" 

キ p パス傘立てるのもタ略迫る頃と会る.

が〈鍵げた受の下のイメ ージで..上げるこ

， にした.



般古寺辺りから見える
大仏隊

小栢鍾画作

長6hらゆ"'"と干つで来ると

すぐに"，鼠柳生へと通ずる衡"出

る.

制剛 三笠;111からゆるぺ叫闘で

制帽へと耐帥 刷 帥 仏 殿 削

皿機で締め紙られる 貧色のλ気が迫れ

る宵僚の風雪，.

"を割込この..・'"てLると 近代

酌世相酬の制崎市袋から

補え去り 百年二百年と時代金引"要さ

れる気持は木恩滋である.
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•• このすばらしい賢しきに魅了され そ

の感鱒坊例え去らないよう祈りながら

剛鍍を選ぶ.

選お知らせ業

平成"句l!1!1 11サで紹介した作品は袋良市役所，開ホー州て F配のとS旭町展示して".す(1;日.日及び寵日"開明
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